
 

保護者の皆様へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな出会いの季節。新入生を迎え、新年度が始まりました。今年９月にはラグビーのワールドカップが日本で開

催されます。日本代表には強豪の南アフリカを破った前回大会以上の活躍が期待されていますが、前回大会の日本の

快進撃を生んだ要因の１つに日本代表ヘッドコーチのエディー・ジョーンズ氏の考え方があります。 
 
“can't do”で考えるのではなく、“can do”を考える 
 
この言葉は、欠点ではなく、長所や利点に目を向けていく考え方を示しているものだと思います。この言葉にある

ように、子どもの良さに目を向け、それを伸ばせるような教育を進めてまいります。子どもが「こんなことができる

ようになった」と実感し、保護者の皆様と一緒に成長を喜べるような１年になることを心より願っております。 

               相模原市教育委員会 教育長 野村 謙一 

ぜひ家族で話し合ってみてください！ 

【今年度の目標】について 

希望や期待に胸を膨らませているこの時期だからこそ、お子さんがどんな1年に 

しようと考えているのか、目標について話し合ってみましょう。目標は小さなこと 

から始めても構わないと思います。小さな目標を達成することの積み重ねが、大き 

な成果につながることを実感させたいものです。 

【生活習慣】について 

栄養バランスのとれた食事や早寝早起きなど、規則正しい生活を送ることで活力が湧き、様々なことに前向

きに取り組むようになり、自己肯定感が高まります。また、家庭学習やゲーム・スマートフォンの使用など、時

間の使い方についても考えさせたいものです。 

ぜひ、お子さんと1日の生活を見直し、より充実した生活が送れるようアドバイスをお願いします。 

一人ひとりを大切にし、自己肯定感を育む教育を進めます！ 

新しい先生、新しい仲間に出会えた始業式。希望や期待に胸をふくらませた子どもたち 

が足を踏み入れた新しい教室。子どもたちにとって安心できるあたたかな居場所となるよう、 

一人ひとりを大切にした教育を進めてまいります。また、子どもたち一人ひとりが主役とな 

り、互いに助け合い、認め合う場面を積極的につくることによって、自分の存在の尊さを感 

じ、自己肯定感を高められる教育活動を展開してまいります。 

 

未来を切り拓く力を育む教育を進めます！ 

今を生きる子どもたちの未来はどのようになっていくのでしょうか？ 近年、知識・情報・ 

技術など、子どもたちを取り巻く環境が加速度的に変化しており、私たち大人がかつて経験 

したことのない環境の中で子どもたちが生きていくことになります。変化の予測が難しい未 

来を切り拓き、力強く生きていけるよう、「学ぶ意義を実感し、学んでいることと自己の将来 

へのつながりを意識しながら、主体的に学び、自ら考える力」を様々な教育活動を通して育 

んでまいります。 
 


